ビスホスフォネート投与によるラット臼歯萌出遅延過程の病理組織学解析 by 高橋 俊智 & 島村 和宏
/㎜2，F：1659本 /㎜2，G：2736本 /㎜2となった。
CGRP では A：526本 /㎜2，B：336本 /㎜2，C：


































































た。 統計には Kruskal Wallis H-testとMann-
Whitney U-test with Bonferroni correction を
用い，有意差は P＜0.05に設定した。
【結　果】PGPでは A：665本 /㎜2，B：791本 /
㎜2，C：2001本 /㎜2，D：1004本 /㎜2，E：817本
( 8 )
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